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〈研究論文〉 
 

地域づくりにおける文学館の役割 
―金沢市の泉鏡花、徳田秋声、室生犀星記念館を中心として 

 
姜  東  星 

 

 

【要旨】 

本稿では、「地域づくりにおける文学館の役割—金沢市の泉鏡花、徳田秋声、室生犀星記念

館を中心として」の事例を考察することによって、文学的な要素に基づくまちづくりの魅力

を明らかにすることを目的とする。地域観光地づくりの根底に据えるキーワード「交流する

こと」、「心のふれあい」を文学館の役割に結び付けて探る試みである。 

さらに「地域の歴史に息づく精神性」を喚起させる文学という着眼点をもとに地域の精神

性の掘り起こしに主導的な役割を発揮している文学館という視点から、文学館と地域づくり

との関係はどのようなものなのか、掘り起こすものはどのようなものなのか、文学館と地域

づくりの相互生成にどのように体現されていくのかということを明らかにしようとするもの

である。 

文学館の生成は、能動的に故郷へ反哺（恩返し）すること、文学精神の継承は地域づくり

の精神風土に貢献していくという、文学館の「内発型のものとなる」地域づくりの取り組み

も検討する。 

 

キーワード：：文学館、作家、地域づくり、相互生成、反哺（恩返し）、精神、故郷 

 
 
はじめに 
 
 江戸時代「加賀百万石」の城下町1 として栄えた金沢市は、城下町の風情が残る古都の佇ま

いが特徴的である。金沢漆器・加賀友禅・九谷焼・金沢仏壇・金沢箔など、「いずれも手間ひ

まのかかる根気のいる2」伝統工芸の技術と類まれな和の美意識が受け継がれている。また、

「天下の書府」3 とも呼ばれた金沢の地に、多様な個性のある文学者・思想家・学者が輩出した。 

国の重要文化財に指定されている旧制第四高等学校4 の本館である石川近代文学館5 では、

石川県ゆかりの作家 60 余名の著書・原稿・遺墨・愛蔵品・愛用品などが展示されている。金

沢は地元の人に愛されている「学都」のまちの歴史的背景がある。また、「金沢の三文豪」と

称される泉鏡花（1873～1939）、徳田秋聲（1871～1943）、室生犀星（1889～1962）の記念館

が生まれ故郷の金沢に建っている。日本の「明治・大正・昭和の三代を文壇の第一線に生き
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た文豪の息遣い6」が感じられる文化施設である。そこに作家たちが育んだ精神的風土が文学

と地域づくりの結節点になっていくと言えよう。 

ところで観光分野においては、日本の“地域づくり＝観光地づくり7”の政策上の質的転換

の形成を求めて、「地域に息づいていた歴史、伝統、人間関係、土地利用などの連続性8」の創

出、とりわけ魅力ある観光地づくりの実現には、「地域の歴史に息づく精神性9」の喚起といっ

た社会的、文化的発展に寄与することが望まれている。「近年、日本の至る所で博物館を中核

施設として点在する文化遺産と連携した新たな観光・まちづくり政策が展開してきている10」

との報告を踏まえて理解したい。ここまでの個性的な地域環境づくりに文学館の導入といっ

た据え方があるという、地域の活気づけに重要な役割を果たしていると考えられる。 

文学館の役割について中村稔（2001）は「図書館的機能と博物館的機能11」を果たす施設で

あると述べている。また、文学館は「地域の文学活動の中核的施設として活動するには、文

学講座、文学教室、文学散歩の類が一つであり、刊行物の発行もその一つで」あり、「自治体

主体の文学館であればその利益が直接、間接に市民に還元さなければならない」と指摘して

いる。「文学館は観光施設たりうるか12」という問題意識を考えさせられる。 

文学館の役割の研究については、「文学館という施設そのものを研究対象とする13」全国文

学館協議会14が先駆けて 1995 年に発足した。文学館の役割の事例研究について、岡野裕行

（2006）「日本近代文学研究における文学館の役割―『全国文学館協議会』加盟文学館の発行物

を中心に―」、山岸郁子（2011）「＜資源＞としての文学」など多数の先行研究があるが、文学

館とまちづくりに関する研究、地域づくりにおける本論文の副題にある事例研究はまだ少ない。 

日本観光立国推進基本計画（2012）15 における「文化遺産を活かした観光振興・地域活性

化」に係る取り組みの支援について、「我が国の『たから』である地域の多様で豊かな文化遺

産を活用し、（中略）地域に伝わる伝統芸能等の後継者育成、民俗芸能等の発表機会の確保、

地域の美術館・博物館における地域の文化資源・人材を活用した取組や外国人利用者等に対

応する取組、重要文化財建造物の公開のための施設・設備の整備、史跡等の復元・公開活用

等に対して支援する16」と記されている。 

その文化施設を活用したニーズと指針に応える一つの方向は、『ミュージアム観光17』とい

う新しい観光分野が定着しつつある（須田 2009）。須田寛は「多くの博物館18 は立地上の特性

を活かし、たとえば地域伝来のもの、あるいは郷土作家の作品などの収蔵品の充実や、独自

の展示方式を工夫するようになった。（中略）鑑賞する人々が各地の博物館等を多く巡覧して、

それぞれの特性にふれ、（中略）観光効果を得るという観光行動が広がってきた。各地で『博

物館・美術館めぐり』という観光行動が普及してきた」19 という、幅広い「学習型観光」への

ニーズと地域の特色ある展示につながっていく環境づくりの活動動向を示しているのである。 

本稿は、上記の観光動向の研究に、観光地づくりの根底にある「観光からのまちづくり」

と「まちづくりからの観光振興」20（阿比留 2010）の考え方を継承しつつ、キーワードを「交

流すること」と「心のふれあい」とし、文学館の役割に結び付けて探る。作家と文学館、文
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学館と地域づくり、地域づくりと作家の課題に立脚し、このような問題意識を出発点として

文学館は地域づくりにどのような役割を果たすのかについて検証する。 

そこで、金沢市内の泉鏡花、徳田秋声、室生犀星の各々の記念館の事例研究を展開し、文

学館と地域づくりとの関係はどのようなものなのか、文学芸術活動の拠点施設の設置はどん

な意味があるのか、さらに、文学館と地域づくりの相互生成はどのように体現していくのか

ということを明らかにする。 

以下では、まず、具体的に金沢市にある泉鏡花記念館（1999 年）、室生犀星記念館（2002

年）、徳田秋聲記念館（2005 年）を取り上げ、地域文化と作家の生成に、文学館の設立する営

為自身に意味があることを検討する。次に、文学館の生成は、能動的に故郷へ反哺21（恩返し）

すること、また、文学精神の継承は地域づくりの精神風土に貢献していくという、文学館の

「内発型のものとなる22」地域づくりの取り組みを考察する。 

 
 
Ⅰ 文学館のまちづくりにおける役割 
 
  文学館は「文学を通じて学び合いの場」、「相互の交流の場」、「教育・研究拠点としての場」、

「作品を底流する作家の精神」（坂口安吾）の掘り起こしの「場」、さらに、一連の文学資源の

意味が再発見される「場」としての文学館の本質的な価値を探ることこそが本研究の一つの

目的である。そこは、「文学と文学が生まれる場所の関係と精神的なものの共感を呼び起こす」

23「場」となり得よう。同時に、地域文化資源に存在している文学館は地域づくりと関係する。

ここに、文学館は来館者との関係で結びつく。来館者、あるいは講座の講師、聴講者の間に

生まれた交流は、地域づくりに交流することの重要な部分を構成し保有している。これは文

学館と地域づくりの相互生成を持ち得るものである。「伝統文化の継承」および「市民生活の

充実」に取り組む作家の記念館や文学館は今までの地域文化振興の一つの核心だと考えられ

る。文学館の館内施設や活動展開、文学の魅力の情報発信の試みが非常に重要なことと考え

る。文学館が自主的に探しているものはコミュニティづくりに取り込むことができる。地域

は個性的文化の生成、固有の文化を共有する時、文学者と作家はどのような役割を発揮した

のか。そして文学館はどのような役割を発揮したのかを検証することが、本研究のもう一つ

の目的である。 

全文協24 によると、日本全国には、公立・私立の文学館や文学者の記念館および図書館内

の文庫など付帯施設を含め現在その数は 663 にのぼる。同協議会編『全国文学館ガイド』（2013）

に収録された加盟館数は 99 館、賛助会員は 2 団体である。石川近代文学館、泉鏡花記念館、

徳田秋聲記念館、室生犀星記念館も会員館に入っている。今も読み継がれ愛される作家たち

の“生誕の地”に建てられる記念館は、日本情緒あふれる歴史的建築物のある町並みに溶け

込んでいる。そこで、町になじんだ特有の建物以外に、地域づくりはどのように文化を融合

されているのかを見てみよう。 
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写真 8-1 石川四高記念館・石川近代文学館の外観 

（姜東星撮影 2021 年 12 月 11 日） 

 

 泉鏡花記念館は、鏡花が幼少時代を過ごした生家跡に建つ、1999 年 11 月に開館した。記

念館の近くには浅野川25 が流れている。鏡花が 17 歳の上京までこの地で過ごした。鏡花の

数々の作品の舞台になったのはこの北陸の特色ある「水」26 である。鏡花は「加賀の自然、

金沢の天地は…最も私の金沢に或る遣る瀬ない懐かしさを、心の奥に刻んで27」いると述べて

いる。これは、鏡花文学の原風景とも言える。 

 記念館は「鏡花が生まれ育つ当時の町並みの面影を色濃く残す主計町茶屋街やひがし茶屋

街に隣接している28」。「木造建築で黒瓦と格子づくりを基調とした外観は、昔の金沢の風情を

残す周辺の街並みに調和して落ち着いた雰囲気を醸し出している29」のである。1999 年開館

記念の企画展「玉三郎と『天守物語』展30」や「日本橋展31」、「鏡花と能楽32」、「鏡花百物語33」

企画展と特別展示などは 89 回開催されていた。 

 

 
写真 8-2 泉鏡花記念館の外観 

（姜東星撮影 2021 年 12 月 11 日） 
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 常設展示室34 は、「生涯と作品」「終の棲家―番町の家」「美と幻想の水脈」「鏡花本の世界」

をテーマに自筆資料や初版本や遺愛品を展示するとともに、代表作のジオラマなどを使用し

て鏡花作品を実際に目や耳で体験するコーナーも備えている。開館 20 周年を迎えた令和元年

の 12 月 2 日には、来館者 40 万人を達成した35 のである。 

記念館は現在も人々に愛されている『義血侠血』『高野聖』『婦系図』『歌行灯』など鏡花の

文学の世界の魅力を導くだけではなく、鏡花の独特の美意識への共感を身に近くもたらして

いると考えられる。鏡花の独特の美意識については、鏡花を敬愛する谷崎潤一郎が 81 年前の

『図書』（1940 年 3 月）に、「『鏡花世界』と称するものゝ中には、（中略）時として神秘で、怪

奇で、縹渺としてはゐるけれども、本質に於いて、明るく、花やかで、優美で、天真爛漫で

さへある。さうして頗る偉とすべきは、而もその世界が純粋に『日本的』であると云う一事

である36」と語り、鏡花の「著作には新たに歴史的な意義と、古典的な光彩とが加はったと見

るべきである」と。さらに、「先生こそは、われわれの国土が生んだ、最もすぐれた、最も郷

土的な、わが日本からでなければ出る筈のない特色を持つ作家として、世界に向かって誇つ

てもよいのではあるまいか」と、題名「純粋に『日本的』な『鏡花世界』」で鏡花を高く評価

した。その文豪谷崎が指摘していた「純粋に『日本的』な『鏡花世界』」こそが、鏡花作品の

生命を保ち続けている根源的存在である。 

 徳田秋聲記念館は、浅野川にかかる梅ノ橋のたもとに建てられた。卯辰山のふもとに広が

るこの地は、秋聲が幼少期を過ごした場所である。2005 年 4 月に開館した。古都金沢の伝統

的な建物群が残る「ひがし茶屋街」とも隣接している。「秋聲も幼少期よりしばしば足を運び、

その作風に大きな影響を及ぼした37」郷里の地である。 

 

 
写真 8-3 徳田秋聲記念館の外観 
（姜東星撮影 2021 年 12 月 11 日） 

 

 2021 年は徳田秋聲生誕 150 周年の記念年を迎え、記念館は企画展「生誕 150 年記念『俳句

と遺墨 vol.2』」38 を実施されている。記念館館報『夢香山』12 号（令和 2 年 3 月 31 日発行）
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によると、記念館 15 周年前の 2020 年 2 月 9 日に入館者は 15 万人達成したのである。 

常設展示室39 は、「光を追うて『秋聲と金沢』」という「自伝的小説『光を追うて』を元に、

秋聲の生い立ちから小説家になるまでのあゆみと、近代化する金沢の姿をたどる」のである。 

また、記念館企画展の充実ぶりが窺える。企画展は開館以来 52 回を実施した。近年の題目

を挙げると、「徳田秋聲と桐生悠々—反骨の人40」「『あらくれ』と大正デモクラシー41」「芙美

子と秋聲42」「康成、秋聲を読む43」などがある。記念館は企画展に焦点をあてて掘り起こした

文学精神、すなわち人間の生を生き抜く精神がまさに「ふるざとづくり」の核心というもの

であろう。 

 抒情詩「ふるさとは遠きにありて思ふもの…44」で知られる詩人室生犀星の生家跡に建つ室

生犀星記念館は 2002 年 8 月に開館した。「犀星の筆名の由来ともなった犀川が流れ、周辺に

古き良き家屋が、当時の趣を残したまま点在している45」。犀星が育ったお寺、犀川
さいかわ

のほとり

に建つ雨宝院など、犀星文学の原点となったところを訪ね歩くこともできる。 

 犀星は詩集『抒情小曲集』（大正 7）の自序46 に、少年時代について次のように述べている。 

 

少年時代に感じた季節の 変 移
うつりかはり

の鋭い記憶とその感覚の敏活とは、ほんとに何にたとへ

て言つていいか解らない。まるで「触
さは

り角
つの

」のある虫のやうに、いつもひりひりとさと

り深い魂を有
も

つてゐるものだ。それはまだ小児
こ ど も

の時代
と き

の純潔や叡智
え い ち

がそのまま温和にふ

とり育つて、それが正確に保存されてゐるからである。 

 

この詩集の作品の創作地は、「郷里金沢市千日町雨宝院といえる金比羅神社、寂しき栂
つが

榎
えのき

の大樹に寺領の四方はとりかこまれ、昼なお暗き前庭のほとりきわめて幽遠なり、その奥の

間よりは直ちに犀川をのぞむ。美しき清流寺院の岸を灑
あら

いて夏といえども涼しきことかぎり

なし。川を隔てて医王、戸室
と む ろ

の山さては遠く飛騨
ひ だ

の連峯をも望むことを得」47 である。金沢

という土地柄の作品を生んだ金沢と犀星とのつながりが深い。 

 

  
写真 8-4 と 8-5 室生犀星記念館の外観 
（姜東星撮影 2021 年 12 月 12 日） 
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作家の記念館とあわせて、浅野川畔の「鏡花のみち」「秋聲のみち」、犀川岸の「犀星のみ

ち」、金沢ゆかりの文学碑、句碑、鏡花の出生地記念碑、秋聲の詞碑、犀星の詩碑などは重要

な文化遺産として大切に受け継がれている。日本で初めて「文学碑」48 が立てられたのは 1948

年（昭和 23）11 月に金沢市の卯辰山公園に立てられた徳田秋聲文学碑49 である。 

 

「生きのびて また夏草の 日にしみる」50    徳田秋聲 

 

「はゝこひし 夕山桜 峰の松」51        泉 鏡花 

 

「うつくしや 鶯あけの 明星に」52         泉 鏡花 

 

「寒菊を 束ねる人もない冬の日」53            室生犀星 

 

「竹むらや やゝにしぐるゝ 軒ひさし」54    室生犀星 

 

金沢市内に立てられた句碑は生命と尊厳に対する考えに強い共感を覚え、体と心ともに癒

されると言える。「みち」「碑林」という場所の中で生命への深い思考を導いていくことにな

る。「三文豪をはじめ金沢に刻まれている文学の様々な記憶を自分の足で確認すること55」は

人々の心にひかれる。さらに、三棟の記念館が「共通しているのは、文学遺産として長く読

み継がれてゆく本56」に触れる空間だったのである。 

 

  
写真 8-6 浅野川に架かる浅野川大橋、国の登録有形文化財 

 川沿いの両岸に「鏡花のみち」「秋聲のみち」 
（姜東星撮影 2021 年 12 月 11 日） 
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写真 8-7 犀川に架かる犀川大橋、国の登録有形文化財 

 川沿いの両岸ともに「犀星のみち」 
（姜東星撮影 2021 年 12 月 12 日） 

 

 また、金沢市の制定した泉鏡花記念館、徳田秋聲記念館、室生犀星記念館条例57によると、

郷土が生んだ文豪の泉鏡花、徳田秋聲、室生犀星の「作品や業績を広く市民に伝えるととも

に、市民がその文芸作品に親しみ、学ぶことにより、文化の振興に資するため」の記念館を

目指して完成したのである。この 3 棟の館を含め、16 件の文化施設58 は公益財団法人金沢振

興財団59 によって管理運営されている。金沢振興財団は、「金沢市が有する伝統文化の継承と

振興を図り、もって、本市における市民生活の充実と文化都市の発展に寄与する」設置の目

的は、地域ぐるみの文化、芸術振興の「場」としての機能を果たしていることが窺える。 

 ここでは、作家の記念館、文学館は地域文化振興の一つの核心となる。それを巡って、文

学館と文学散歩、文学碑巡り、句碑巡りは、「文化的な環境をつくり出すこと60」と一体的な

ものになる。然るに、「文学のまちを歩こう」というコンテンツの創出は、現地の歴史、文化、

芸術に対する理解を深め、金沢への郷土愛の形成には、その目に見えない故郷への誇りと愛

着が育まれている。それは、金沢文化、さらに「日本の文化を再認識することにも61」深くつ

ながっていると考えられる。 

そこで以下では、上記の 3 棟の館の設立、館内設置、常設展、企画展の主題を通して文学

館という「場」で触れる鏡花文学、秋聲文学、犀星文学の文学世界が、生まれ育ちの金沢と

どのような関係があるのかという点と、出生地、地理環境、民俗、風俗、風土など、「その土

地の持つ記憶62」について、彼らの感情を含め、各自の作品の作風を築き上げ変化をもたらし

たにも関わらず、これらの故郷金沢に関する共通認識は作家たちの文学作品の中でどのよう

に体現していくのかという点、すなわち、金沢はどのように郷土作家を生成するのかという

ことの論を進める。作家は、逆にどのようなものを故郷金沢に誇りを持たせるのかという文

脈の中で文学館研究を通して見てみよう。 
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Ⅱ 文学館は地域の精神性を紡ぎ出し 
 
 まず第一に、文学館を設立するという営為は、作家の地域に対する影響を定着させる役割

を担っていることが窺える。文学館は作家の郷土記憶を地域に深く入り込ませ、文学に親し

み、人々の心の中に根強く入り込んだ役割を果たしているのである。作家と故郷との関係は

文学館を通じて相互に結び合っている。文学館は作家に故郷に対する反哺を形成させること

が主動的な反哺と言えよう。読まれている文学作品を共に共有する文学館は、地域の精神性

への掘り起こしの一つのつなぎとして、能動的に地域に対する反哺をしていると考えられる

からである。 

  

１．泉鏡花記念館 

泉鏡花記念館は、「文学、演劇、映画そして現代アートやサブカルチャーなど、ジャンルを

超えて広がり続ける泉鏡花の世界63」と、その魅力を紹介している。企画展「泉鏡花×金井田

英津子『絵本の春』原画展」、「鏡花と能楽」展、「鏡花玄妖アンソロジー」展などにおける鏡

花の自筆原稿、自筆草双紙目録、岩波書店「鏡花全集」（第 1-28 巻、別巻、出版年月日 1940-

1942）など貴重な資料の数々が展示されている。また、「鏡花と楽しむ」連続講座、「旅と俳

句」「旅と鏡花と衛生」など多数のイベントが開催されている。 

泉鏡花記念館には鏡花の貴重な遺品になる摩耶夫人像がある。鏡花は、1873 年に石川金沢

市の彫金師の家に生まれる。母すゞ64 は「江戸生まれ、加賀藩お抱えの能楽の大鼓師の娘、

宝生流シテ方松本金太郎の小妹であった」。鏡花は能と深いかかわりの中で育った。しかし幼

い頃に母（享年 28）を亡くし、2 人の妹は養女として家を出ることに。亡母憧憬や家族への

愛惜は作品の基底になり作風に反映されている。鏡花自筆の「年譜」にはこう記されている。 

 

明治 17 年 6 月、父にともなはれて、石川郡松任
まつとう

、成
なる

の摩耶
ま や

夫人
ふ じ ん

に詣づ。 逕
こみち

の流に合歓
ね む

の花咲き、池に杜
かき

若
つばた

紫なり。なき母を思ひ慕ふ念いよよ深し65。 

 

この行善寺を参詣して以来、釈迦の生母である摩耶夫人像を信仰した鏡花。その後金沢の

仏師に小さな摩耶夫人像を誂え、机上に置いて、毎日拝んだという、その経緯をもとに発表

した短編小説『夫人利生記』（1924）では、主人公の男に「（摩耶夫人像は）夢にも忘れまじ

き、亡き母の面影」と語らせている。記念館のこの摩耶夫人像は、「鏡花が亡くなるその日ま

で、書斎でその執筆を守り続けた」象徴とも言える。鏡花文学の母親の主題について、作家・

評論家種村季弘は「故郷の風景、一番そこにある母親、それをもう一度、そういう異郷の、

東京の風景を集めることで、そこに、母親の記憶を復元している。川を遡ることは、時間を

遡ることとなる。そして、自分の懐かしい人々と再び会えるというような、そういうコンテ

キストに繋がっていくだと思う66」ことを指摘している。 
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1895 年（明治 28）～1900 年（明治 33）文学年表のこの時期の鏡花の作品は、「母性思慕を

変奏する『照葉狂言』（明治 29）や異世界というべき山中での神秘妖艶な魔性の女との出会い

を描く『高野聖』（明治 33）などをはじめ、平板な写実では捕捉し得ない世界を切り開いて

いった67」という「唯美、幻想的な小説空間の造立68」の特徴は、能とのかかわりも色濃く影

響している。そこは、「金沢の文化を象徴するともいえる能楽を例にとっても、明治になって

なお卯辰観音院の神事能（4 月 1 日・2 日）、鏡花が幼い頃の遊び場であった久保市乙剣宮に

おいてはまた奉納囃子が行われている。（中略）『あそびなかまの暮ごとに集ひしは』、『県社

乙剣の宮の境内なる御影石の鳥居のなかなり。いと広くて地
つち

をば綺麗に掃いたり、榊五六本、

秋は木犀の薫みてり。百日紅あり、花桐あり、また常盤
と き は

木
ぎ

あり69』（明 29・11～12『照葉狂言』）」

とある。このような鏡花文学と深く結びついていった、季節ごとに変化する金沢の自然や風

景、金沢人の生き方や暮らし方を読書で心を打つ美しさがあり、追体験できると考えられて

いる。 

泉鏡花記念館には、鏡花の戯曲を原作とした映画作品も紹介されている。「夜叉ヶ池70」の

夜叉ヶ池は龍神伝説を題材にしている。「夜叉ヶ池」を映画化した篠田正浩と「草迷宮」を映

画化した寺山修司が鏡花の魅力を語っていた対談『鏡花の映像化をめぐって71』（1991）の中

では、篠田正浩は鏡花が「なぜこんなに神秘的で、荒唐無稽な、魑魅魍魎の出てくる作品を

書き続けたか」と分析し、「単なる彼の幻想性によって引き起こされただけではなく、鏡花の

目の前にある文明が、魂を轢断してゆくことに対する拒絶があったからだ」と述べている。

また、泉鏡花は「日本で最初のカウンター・カルチュアの作家72」だと指摘している。映画と

いう文学と異なる媒体の影響力は鏡花文学の影響力があることの一つの証左とも言えよう。

このように、映画の表現形式を媒介することで鏡花文学への理解を促すことに繋がる。 

 

２．徳田秋聲記念館 

徳田秋聲記念館は、「秋聲を記念、顕彰するとともに、その作品とゆかりの品々を収集、保

存、展示することで、その生涯と文学的業績を多角的に紹介し、秋聲文学の豊穣な世界に親

しんでいただく」設立目的を果たしてきた。平成 18 年八木書店版『徳田秋聲全集』全 42 巻

別巻 1 全集完結しての第 38 回企画展73、「兼六園、金沢城、ひがし茶屋街、浅野川――春夏秋

冬さまざまな表情を見せるこの街の景色」の思いを探る「秋聲の描く風土、金沢」展74、企画

展「『秋聲と二つの金沢』―『挿話』／『町の踊り場』75」、「秋聲のはなやかな交流展～漱石・

龍之介の書簡を中心に～76」、「自伝小説に描かれた金沢77」等の展示会を通じて、金沢への愛

着を深める「場」をつくり上げていく。 
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写真 8-8 兼六園の雪吊りの景観 
（姜東星撮影 2021 年 12 月 11 日） 

 
 

徳田秋聲記念館報『夢香山』によると、記念館は多くの市民が来場した企画展記念講演、

文学講座、連続講座を行い、毎年恒例の呈茶会「桜の季節のおもてなし」、「秋聲作品の朗読

会」、「秋聲とお座敷あそび」78（秋聲ゆかりの「ひがし茶屋街」の芸妓さんの芸を間近に体験

する催し）、金沢学院大学の学生たちによる企画「徳田秋聲読書会」、金沢ナイトミュージア

ムの一環として夜間に行ったトークイベント「古書店夜話」79、演奏会、「秋聲誕生会 2019/

レコード鑑賞会」、秋聲を偲ぶ「秋聲忌」、古本市（絶版の相次ぐ秋聲作品をはじめ、犀星、

鏡花、同時代作家ほか、金沢の歴史や文化にまつわる本を集めた）などを開催し、また、金

沢市立玉川図書館と三文豪記念館との連携事業である「出張図書館『見る・聞く・読む秋聲』」

80 という企画は、「文学館の展示で作品を紹介する最終目的は、実際に本を手に取り読んでい

ただくこと」の文学館の核となる役割を果たしている取り組みと言える。 

  秋聲記念館は、「東京都文京区本郷に現存する秋聲旧宅の書斎が忠実に再現されている。居

宅は現在、東京都の史跡に指定されている。（中略）秋聲愛用の文具、座布団、屑入れ、飾り

棚などを当時の雰囲気のままに配置」81 された「書斎」とは、「作家にとって、書物から知識

を吸収し、作品を生み出してゆく場所（トポス）である。よってそこは作家の思想そのもの

が凝縮された濃密な空間、小さな宇宙と言えるであろう」82 と徳田秋聲の世界観を探っている。 

 

３．室生犀星記念館 

室生犀星記念館は、「犀星の生き方やその文学世界の魅力と出会い、ふるさとや命に対する

慈しみの心への強い共感を呼び起こしていただけるものと」83 考えている郷土文学館である。

館内は犀星の自筆原稿や書簡など「生涯と作品・交友と人柄」を多面的に紹介している。「犀

星がこよなく愛した庭を現代風にアレンジし、庭石、犀川の流れをイメージした池を二つの

庭に配した」のである。「音で聴く犀星の世界」では「朗読をきく」「歌をきく」から選んで

聴くことができる。「校歌をきく」に犀星作詞の校歌全 27 曲を収録している。校歌による地

域文化の伝承に寄与しているのである。 



－ 64 －

 
 

以下に、記念館におけるこれまでの企画展の情報84を列挙する。生誕 130 周年記念犀星文

学の出発点でもあった俳句への思いが込められた「第 51 回 犀星発句道」展85 によると、「犀

星にとって俳句とは、文学への導きを与え、鍛え上げてくれた、大切な『文学的ふるさと』

（『発句道の人々』）」であった。 

「第 17 回 犀星が描いた金沢－ふるさとを思う－」展86 は、「犀星ゆかりの地である千日町

をはじめ雨宝院、犀川、野町小学校、金沢地方裁判所、金石、兼六園、川岸町（幸町）、天徳

院、医王山、野田山を舞台にした作品を紹介」した。また、犀星の『動物詩集』序詩には「生

きものの いのちをとらば 生きものはかなしかるらん。生きものをかなしがらすな。生き

もののいのちをとるな」という子どもに向けて書いた強いメッセージが溢れている。常に命

を見つめ、美しく暖かな犀星の作品世界の「命の息吹を感じる喜び」を共感する。また、「古

き世の 顔も匂ふや 松の内」は犀星にとっての「古き都」の哈爾濱であり、「犀星の詩心を刺

激し、後年『哈爾濱詩集』となる抒情詩の数々を産ませた」のである。 

「第 43 回 犀星歳時記～秋冬編～」展87 は、「石垣に 冬すみれ咲き 別れけり」という犀星

の句について「金沢のあちこちに残る石垣は、小さな生き物の宝庫。日当たりのよい場所に

は冬でも草が生えていることがあると犀星は言います。（中略）四季折々の心に触れた行事や

風物を、作品や日記、手紙にあふれるほど記しています。虫の声、獅子舞、茸狩り、しぐれ、

かぼちゃ、冬すみれ、門松、お買初、七草粥、節分…」と紹介している。 

「第 49 回 犀星の詩集」展88 は、犀星が生前に出版した詩集 24 冊を紹介し、犀星の詩作の

発表数は 2,000 編以上にも及ぶ。「生涯をかけて打ち込んだ詩作とは、犀星にとって、大切に

守るべき魂のようなもので、生きるとは何かを問い続けることでもあった」のである。 

以上のように、鏡花記念館、秋聲記念館、犀星記念館を事例対象として展開されている文

学活動を示した。貴重な文化的資源として共有化され、地域の新たな交流を生み出している。

文学館は地域づくりの一端を担うと言う点で重要な構成部分であり、これはまさに地域づく

りにおける文学館の役割と言えよう。文学館が主催する企画展、多くの文学講座、イベント

を実施する着眼点は、泉鏡花、徳田秋聲、室生犀星の魂が甦るもの、「そのすべてが金沢の風

土に深く根ざし」、「愛を感じ取る」「いのちへのまなざし」の視点に向けて、文学館には重要

なことであり、これはコミュニティの精神的な意味合いを掘り起こしたものであると考えら

れる。文学館は作家の文学精神の掘り起こしたこと、これこそが地域づくりに内包している

精神性への掘り起こしであり、地域づくりの一つの核心である。文学館の文学者を読みとく

取り組みは、心の拠り所となる地域づくりの精神を体現しているのである。 

一方、金沢三文豪記念館を含め現在 16 箇所の金沢市文化施設との共通観覧券がある。この

1枚で金沢市の文化施設巡り89 ができる取り組みは、地域づくりの連携体制が培われている。

また、「金沢の歴史や文化を学び、ふるさとへの愛着と誇りを再認識する」という趣旨の「金

沢検定」を主催する認証機関がある。2005 年第 1 回「金沢検定」を実施以来、「金沢検定に向

け、金沢三大文豪の各記念館を巡り、学習に励む金沢市民が増えている。（中略）金沢検定を
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通じ、ふるさと教育が拡がりを見せている。（中略）各館共通の年間パスポートで何回も足を

運ぶ受験生もいるという90」『富山新聞』の記事を紹介する事例もある。また、新型コロナウ

イルス感染拡大防止のため、令和 3 年 7 月 31 日（土）から 9 月 30 日（日）まで休館してい

るが、公式サイトや館報、Youtube、ブログ、「友の会」「犀星つうしん」など、多くの媒体を

活用して広く記念館の活動にふれられる。文学館の独自の情報を発信していること、情報提

供の媒体を活用することが来訪を促していくことも重要である。 

 
 
Ⅲ 文学館の存在による作家の故郷に対する反哺 
 
本稿のねらいは、地域文化と作家の生成に、文学館の設立する営為自体に意味があること

を検討することである。そこで、文学館の生成は、能動的に故郷へ反哺すること、また、文

学精神の継承は地域づくりの精神風土に貢献していくという、文学館の「内発型のものとな

る」地域づくりの取り組みを明らかにすることが本研究において目指しているものである。 

文学館の作り方、立地、どのように地域の歴史、文化、風俗等に繋げるのか。文学館の役

割は大事なテーマである。文学作品を絡めて関連して地域づくりに非常に大事な部分である。

作品舞台を地域づくりにかかわるところ、作家を含め、地域にかかわる関係作品ばかりでは

なく、精神性と地域文化振興は直接間接的に、地域の独自性としての「光」を見る大きな捉

え方として、今日的意義を解釈する。 

 

 
 

『群像 日本の作家 5 泉鏡花』の同時代評に、夏目漱石が「「銀短冊」」―「近作短評」より次

のように述べている。 

 

鏡花君の「銀短冊」は草双紙時代の思想と明治時代の思想とを綴ぎはぎしたやうだ。夢

幻ならば夢幻で面白い。明治の空気を呼吸したものなら、また其空気を写したので面白

い。唯綴ぎはぎものでは纏つた興趣が起らない。然し確かに天才だ。一句々々の妙はい
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ふべからざるものがある。古沼の飽くまで錆にふりたものだと見たものが、鯰の群で蠢

動めいてゐるなどは余程の奇想だ。若しこの人が解脱したなら、恐らく天下一品だらう。

（1905・5、「新潮」初出） 

 

また、徳田秋聲は泉鏡花の文学について出世作『滝の白糸』や『化銀杏』『外科室』などの

作品は、「其処に現はれた人間観や女性観や恋愛観が『高野聖』に至つて最も完全な芸術的表

現となつてゐる」91（1935・12、『文芸春秋』初出）と指摘している。「要するにさう言つた庶

民的な反抗感情の無意識的な現はれであらうが、それが大抵の場合女性を対象としてゐるの

である」92。その「犀利な洞察があって、誰も気づかないやうな人間の裏面が直ぐに感づける。

（中略）鏡花君の皮肉な口の端にかゝると、何んなに威張ってゐる男でも忽ち尻尾を掴まれて

しまふ」93 という尖鋭さを述べている。それは鏡花文学に敬意を払うもの、「時代に取り残さ

れた芸術でも、その質によっては相当永いあひだ、事によると永久に其の信者を失はない一

つの著るしい例証であるが、それも詮ずるところ、各時代共通の悩みがそこにあるからでは

ないだらうか」94 という鏡花文学の根本的な出発点を明らかにしている。 

坪内祐三、荒川洋治編（2002）『明治の文学 第 9 巻 徳田秋聲』には、徳田秋聲は「自己を

意識する読書」（明治 45 年 4 月 1 日「雄弁」）の中に「団体旅行等に交はるよりは、唯の一人

で、行きたいところに行き、止まりたい時に止まると言ふ自由な旅行の方が、山や川に親し

む事も多く、且又、自分と周囲の物との関係が明白となり、従って、『自己』を意識する事も

一層強くなるものである。」95 と書いている。秋聲96 は「見えぬ所、わからぬ奧」（明治 41 年

3 月 1 日『早稲田文学』）について、次のように述べている。 

 

森には、樹
き

や草や花や葉と云
い

ふ形 象
けいしょう

の 明
あきら

かなものの外
ほか

に、奥深い、暗い、見え透
す

かな

い、森そのものの藏したサムシングがある。而かも、ここの物 象
ぶっしゃう

よりは、この深く蔵さ

れたサムシングの方が、森そのものに取つては、大切な生命だ。この奥深いサムシング、

それを僕
ぼく

は書きたいと思ふ。（中略）その見えない奧、わからない味、さながらに書き表は

して見たいと云
い

ふのが、僕
ぼく

の希望です。（中略）僕
ぼく

の人生に対
たい

する態度もこれです。 

  

それは、「かやうに心に余裕が生じ、周囲の圧迫から脱れた読書をする時には総べて自分の

思想感情が中心となつて来るから、勢ひ、『自己』と『書物』と、『自己』と『外界の万象』

との対象が明らかになつて来る。この時に於いて、最も鮮やかに、『自己』なるものゝ影を、

客観的に眺める事が出来るのである」97 秋聲文学の生命に対する考え方、生き方の礎となる

ものが考えさせられている。 

室生犀星は、1889 年（明治 22）に金沢市裏千日町に生まれ、生まれてまもなく近所にあっ

た真言宗の寺院雨宝院の住職室生真乗とその内縁の妻赤井ハツにもらわれ育てられる。7 歳

の時室生家の養子になる。雨宝院には犀星が愛した杏子の木や紅葉などが今も残っている。
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杏子の木は樹齢 130 年。15 歳の時『北國新聞』（1904 年 10 月 8 日版）に初めて俳句「水郭の

一林紅し夕紅葉 照文」が掲載された。二十歳で上京、詩人として頭角を現し始めたのは 1912

年頃。翌年、24 歳頃には北原白秋の雑誌『朱欒
ざんぼあ

』への寄稿を果たす。ここに収められたのが

「ふるさとは遠きにありて思ふもの」で『小景異情 その二』である。犀星の故郷への複雑な

思いが吐露されている。 

 

「ふるさとは遠きにありて思ふもの そして悲しくうたふもの よしや うらぶれて異

土の乞食
か た ゐ

となるとても 帰るところにあるまじや ひとり都のゆふぐれに ふるさとお

もひ涙ぐむ そのこころもて 遠きみやこにかへらばや 遠きみやこにかへらばや」98

（『小景異情 その二』） 

 

「犀星の本当の『ふるさと』とはどこなのだろうか。」「犀星にとって、どんな場所であった

のだろうか」99 という詩人井坂洋子の問いかけは、犀星文学における「ふるさと」のメタファー

と重なっている。芥川賞作家・比較文学者である小野正嗣（2016）は、「故郷は、そこから離れ

た場所でしか見つからない」100 と捉えている。ここでは、故郷探しは語りの媒介であり、故

郷は書くことの中にしかないことが窺える。中国人作家、ノーベル文学賞作家の莫言は『故

郷を越える』101 では、「故郷の風景」についてこのように書いてある。「故郷の風景はなぜ霊

性に富んで魅力的なのか、主な原因は、故郷の景色に少年時代があるのである。（中略）私の

少年時代は暗黒で、恐怖と飢餓は成長に伴い、このような少年時代は、作家になった一つの

重要な原因であろう。このような少年時代は、故郷と切っても切れない関係を作ったのであ

る。故郷の山と川、動物と植物はすべて少年時代の感情に染み込んで濃厚な感情の色を身に

付けてきた。多くの後の友達は忘れたが、故郷のことはすべてが忘れられない。（中略）現代

小説家の作品には、大自然は魂があり、すべてに魂が宿っている。この万物の霊を通してい

る感情は、主に少年時代の故郷によって育成してきたのである」という精神的なものの故郷

がまさに莫言の心の支えと精神的支柱となっていたものだろう。 

 
 
むすび 
 
阿比留勝利（2010）は「『観光』には国の光を『みる』と『しめす』の両義性がある。『み

る』からすると地域は観光に活用される対象となる。『しめす』からすると、『地域の光を「し

め」し、その光を「みる」ために人々が来訪する』一連の発信と交流の意味を表現し、『まち

づくり』と通底してくる」102 と指摘している。“地域づくり＝観光地づくり”に地域独自性

としての「光」は有形と無形のものがある。発信力と交流の契機をつくるうえでのまちづく

りと文学館は、人間に直接的により深くインパクトを与える。 

文学館の社会的意義がある。外に住んでいる人たちとの接触、文学館と住民との接触する
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「場」としての意味が深い。そこに住んでいる人たちは文化を育んでいく。まちのことを改め

て学び、住んでいる人たちの今の生活の豊かさがあって、蓄積して創り出す価値観、それ自

体としての魅力がある。そういうものに直接的間接的に文学館はインパクトがある。くり返

しになるが、文学館の持つ意味は広い意味で生活の中に文化定着として、一つの要素として

形成されたのである。そういう創られたもの、地域の独自性を内外に発信しつつ継承され、

地域の文化に刺激、それらの要因で反映されたものは地域の光と魅力であることが強調され

なければならない。このように、文学館は金沢市の「光」を示していることが明らかになる。

一方、文学が見えないもの、「かげ」のものが見えるように、その「見えない見知らぬものこ

そ、私たちのもとにそうした言葉や間を置き忘れていった未来にほかならない103」ことを示

しているのである。 

金沢の精神風土は文学作品の中で作家を形成した。逆にこの作家も「故郷」を形成させた。

つまり、互いに生成した。文学館は作家に故郷の影響力を与えている「場」である。今日に

あって、文学資源の要素の考えは重要である。文学館は地域づくりの一つとしても重要な場

所であり、文学館の利用、文学資源の活用、文学資源を地域づくりに応用する課題はさらに

相互生成の視点から広く考察する必要がある。日本全国に文学館は多々ある。文学館の研究

はまた稿をあらためて論じることにしたい。 
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The Role of Literature Museum Facilities  
towards Community Development 

̶ Focusing on Examples of the Memorial Museums of Izumi Kyoka, 
Tokuda Shusei and Muro Saisei in Kanazawa City 

 
Jiang  Dongxing 

 

 

Abstract 

Taking as examples the literature museums of Izumi Kyoka, Tokuda Shusei, Muro Saisei, this article 

elaborates what effects a literature museum can have on Machizukuri, what interrelationship there is 

between a literature museum and the local community building, furthermore how could a literature 

museum and Machizukuri could build on each other. 

Generation of literature museum actively reinvests in the community. The spirit of the study of 

generational literature contributes to the spirit of the community. The literature museum's ability to bring 

community together stems from a deep desire to do so. 

 

Key words: literature museum, writer, community building, build on each other, reinvest, spirit,  

 hometown 

 


